
  

【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立鴻巣高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 普通科 
R5.5.1 

生徒数 

(男) ２９０ 

(女) ２９８ 
計 ５８８人 

アクセス ＪＲ高崎線 鴻巣駅西口から 徒歩 10 分 

＜目指す学校像＞ 

 確かな学力と人間力を育成し、地域の期待に応える学校 

＜教育課程等＞※１  

【教育課程の編成方針】 
「将来、社会の多様な分野で活躍するための基礎・基本を修得し、学ぶ意欲とチャレンジ精神をもって

主体的に地域社会で活躍できる人材」を育成するよう、学習活動全般を通した教育課程を編成します。 
 

○教育目標に掲げる知識・技能や人間性などを修得させるために、必履修科目、専門科目及びその他進路実
現に必要となる選択科目を体系的に編成し、多様な進路に応じたキャリア形成支援のための講義、演習、
実習等を適切に組み合わせた授業を開講。 

○自らのキャリア形成につながる幅広い基礎的学力の定着を図ります。地域との連携を広く学習の機会と捉
え、豊かな人間性を育みながら他社と協働してプロジェクトに取り組む資質・能力※を身につけます。 

 ※物事を主体的に進める上で必要なコミュニケーション能力、リーダーシップ、チーム協働力、創造的思考力、学んだ知識や技術を活用する力 

○進学に即した学びの連続性に留意した基礎的学力の習得を目指します。自らが目指す専門領域を探求しよ
うとする学習意欲と態度を育むため、体験活動や資格取得など、様々な取組にチャレンジし、人生の基盤
となる経験、知識、技能を身につけます。※学校全体の概要は【鴻巣高校カリキュラムポリシー】参照 

＜本校が求める生徒＞※２  

「確かな学力と人間力を育成し、地域の期待に応える学校」という本校の目指す学校像及び「将来、社会
の多様な分野で活躍するための基礎・基本を修得し、学ぶ意欲とチャレンジ精神をもって主体的に地域社
会で活躍できる人材」という育成したい資質・能力に鑑み、本校は、協調性と社会性を備え、主体的に何
事にも挑戦し、自身の進路実現に向けて日々の教育活動に取り組むともに、将来、本校で学んだ成果を所
属する組織や社会において実践しようとする態度と組織や社会の発展に貢献する意欲を持った生徒を求
める。 

＜学校行事＞ 

○沖縄方面に 3 泊 4 日へ修学旅行(Ｒ４)。Ｒ５も沖縄方面に３泊４日 (予定)。 
○鴻高祭（９月）は部活もクラスも一致団結。迷路・縁日が人気。 
○体育祭（９月）はクラス対抗リレー、色別対抗応援合戦など学校全体が盛り上がる。 
○グローバル力育成(国際理解教育)を推進。Ｒ１よりオーストラリア短期派遣研修（シドニー近郊）を鴻巣

市と連携しスタート（隔年で派遣と受入）。その他、韓国に毎年、アメリカ、メキシコに実績あり。コロ
ナ禍の影響もあり本年度はブリティッシュヒルズ（福島県）で語学研修実施 

＜部活動＞ 

○H29 陸上競技部やり投げインターハイ出場。H30 男子バドミントン部、R4 女子バドミントン部 関東
大会出場。野球・男女バスケ・女子バドミントン・ソフトテニス・硬式テニス・卓球・水泳・ハンドボ
ール、剣道など多くの運動部が県大会出場、さらに上位を目指して練習に励んでいる。 

〇簿記部 簿記コンクール、電卓競技大会、ビジネス計算競技大会全国大会連続出場。 
 R2 年度 高校在学中 日本商工会議所 簿記検定試験１級合格 
○R5 美術部 全国高等学校版画選手権大会（はんが甲子園）新潟県知事賞（３位） 
 書道部は県展、筝曲部銅賞、吹奏楽部など県大会やコンクールで文化部も活躍。 

＜家庭・地域との連携＞ 

○学校周辺の朝清掃や鴻巣市主催の事業・ボランティア活動への積極的参加 シラコバト賞受賞 
○インターンシップを鴻巣中央小学校、北里ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ病院など５か所で実施（希望者）。 
○交通安全ﾏｽｺｯﾄ「無事ｶｴﾙ」吉見町立小学校に配布・交流。Ｒ１年度、科学の甲子園実技３位受賞。 
○生徒が鴻巣警察署の一日署長になり街をパレード。吹奏楽部の駅前コンサートも恒例。 

進
路
（
普
通
科
） 

R５.3 

卒業生 
四大 １０５人 短大 １３人 専門 ５９人 就職 ８人 

傾向 

・進学する生徒は 95％以上。四大へは指定校推薦や総合型推薦による受験が多い。 
・一般受験に挑戦する生徒も増えている。Ｒ１年度はお茶の水女子大理学部数学科に特待生で

現役合格、Ｒ３年度は群馬大理工学部、昨年度は法政大、成蹊大合格の実績あり。 
・大学・短大指定校推薦枠は、東洋、東京電機、駒沢、北里大看護専等 100 校以上。 
・医療看護系の専門学校を希望する生徒も多い。公務員も現役合格。 
・「のす高手帳」でスケジュール管理。 



 

 



  

【学校教育法施行規則第１０３条の２】高等学校における三つの方針 
 裏面 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシ－） 
 ※１ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 
 ※２ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

県立鴻巣高校 ≪活性化・特色化方針（スクール・ポリシー）≫ 

課程 全日制 学科 商業科 
R５.5.1 

生徒数 

(男) １０１ 

(女) １２６ 
計 ２２７人 

アクセス ＪＲ高崎線 鴻巣駅西口から 徒歩 10 分 

＜目指す学校像＞ 

 確かな学力と人間力を育成し、地域の期待に応える学校 

＜教育課程等＞※１  

【教育課程の編成方針】 
「ビジネス分野における高度な専門性を要する職業等に必要な能力を修得し、豊かな心と社会性をもって

主体的に地域社会や産業界の発展に寄与できる人材」養成に向け、学習活動全般を通した教育課程を編成。 
 

○教育目標に掲げる知識・技能や人間性などを修得させるために、必履修科目、専門科目及びその他必要と
する選択科目を体系的に編成し、ビジネスに関する基礎的知能・技能を習得すると共に、多様な進路に応
じたキャリア形成支援のための講義、演習、実習等を適切に組合せた授業を開講。 

○将来ビジネスに主体的に携わろうとする職業観と基礎的学力を身につけます。地域との連携を広く学習の
機会と捉え、豊かな人間性を育みながら他者と共同してプロジェクトに取り組む資質・能力※を身につけ
ます。 

 ※物事を主体的に進める上で必要なコミュニケーション能力、リーダーシップ、チーム協働力、創造的思考力、学んだ知識や技術を活用する力 

○専門領域を極めようとする学習意欲と態度をもって高度資格取得等にチャレンジし、ビジネス全般で必要
な専門知識を身につけていきます。※学校全体の概要は【鴻巣高校カリキュラムポリシー】参照 

＜本校が求める生徒＞※２  

「確かな学力と人間力を育成し、地域の期待に応える学校」という本校の目指す学校像及び「ビジネス分
野における高度な専門性を要する職業等に必要な能力を修得し、豊かな心と社会性をもって主体的に地域
社会や産業界の発展に寄与できる人材を育成する。」という育成したい資質・能力に鑑み、本校は、協調
性と社会性を備え、主体的に何事にも挑戦し、自身の進路実現に向けて資格取得等に励むとともに、将来、
本校で学んだ成果を所属する組織や社会において実践しようとする態度と組織や社会の発展に貢献する
意欲を持った生徒を求める。 

＜学校行事＞ 

○沖縄方面に 3 泊 4 日へ修学旅行(Ｒ４)。Ｒ５も沖縄方面に３泊４日 (予定)。 
○鴻高祭（９月）は部活もクラスも一致団結。迷路・縁日が人気。 
○体育祭（９月）はクラス対抗リレー、色別対抗応援合戦など学校全体が盛り上がる。 
○グローバル力育成(国際理解教育)を推進。Ｒ１よりオーストラリア短期派遣研修（シドニー近郊）を鴻巣

市と連携しスタート（隔年で派遣と受入）。その他、韓国に毎年、アメリカ、メキシコに実績あり。 
 コロナ禍の影響もあり本年度はブリティッシュヒルズ（福島県）で語学研修実施 

＜部活動＞ 

○H29 陸上競技部やり投げインターハイ出場。H30 男子バドミントン部、R4 女子バドミントン部 関東大
会出場。野球・男女バスケ・女子バドミントン・ソフトテニス・硬式テニス・卓球・水泳・ハンドボール、
剣道など多くの運動部が県大会出場、さらに上位を目指して練習に励んでいる。 

〇簿記部 簿記コンクール、電卓競技大会、ビジネス計算競技大会全国大会連続出場。 
  R2 年度 高校在学中 日本商工会議所 簿記検定試験１級合格 
○R5 美術部 全国高等学校版画選手権大会（はんが甲子園）新潟県知事賞（３位）。 

書道部は県展、筝曲部銅賞、吹奏楽部など県大会やコンクールで文化部も活躍。 

＜家庭・地域との連携＞ 

○学校周辺の朝清掃や鴻巣市主催の事業・ボランティア活動への積極的参加 シラコバト賞受賞 
○インターンシップを鴻巣中央小学校、北里ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ病院など５か所で実施（希望者）。 
○交通安全ﾏｽｺｯﾄ「無事ｶｴﾙ」吉見町立小学校に配布・交流。Ｒ１年度、科学の甲子園実技３位受賞。 
○生徒が鴻巣警察署の一日署長になり街をパレード。吹奏楽部の駅前コンサートも恒例。 

進
路
（
商
業
科
） 

R５.3 

卒業生 
四大 １５人 短大 ５人 専門 ３７人 就職 ２２人 

傾向 

・近年、進学する生徒が増加。指定校推薦や総合型選抜による受験者が多い。 
・在学中に取得した検定試験等の資格を用いた進学も可能。 
・就職は銀行・信金・農協、鉄道、郵便、市役所・消防・県警・有名企業等。 
・事務職に強い。公務員も現役合格。 
・「のす高手帳」でスケジュール管理。 



 


